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序

遺跡分布調査は;埋蔵文化財行政の中で最初におこなわなければな

らない仕事ーの一つであります。しかもこの調査は遺跡保護の基礎的

な仕事であリ、遺跡保護のスタートはここからはじまるといってよ

いでしょう。

この基礎的な調査を今年度は 4地区でおこない、調査総面積は22

50haであります。調査員の方々のご、協力により、新しく 104ヶ所の

遺跡が発見されたのであります。これらの遺跡は開発予定地域内に

所在することから、今後具体的な保護策をこうじなければ、ならない

遺跡であります。この点を充分に考慮、し、遺跡の所在する市町村と

連絡を密にし、開発側とも|協議を重ねてまいりたいと考えておりま

す

また範囲確認調査をした遺跡は、昭和55年度において保存及び発

掘調査をするべく具体的に動き出さねばなりません。これらについ

ても埋蔵文化財を保護するという立場で対処したいと考えておりま

すので、今後ともこれらの保存、保護にご協力くださいますようお

願い申し上げます。

最後にご多忙のところ調査をお引き受けくださいました調査員な

らびに調査にご協力いただいた関係各位に心から感謝の意を表しま

す。

昭和55年 3月

秋田県教育委 ど〉、
ヱ::;;

教育長畠山芳郎
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〔例雷〕

1 .本報告書は昭和54年度、秋田県教育委員会が国庫補助を得て遺跡分布調査

を実施した結果をまとめたものである。

2. 遺跡分布調査は各調査員から提出された調査カードにもとづいて、教育庁

文化課が報台のように一覧表、位置にっくりかえたものである。

3. 範囲確認調査は各遺跡担当者が作成したものをそのま、掲載したものであ

る。 したがって執筆者トは調査担当者であるの

4 編集は秋田 こなったものである G

5. 遺跡分布調査のうち だけは昭和度、 54年度の 2ヶ年

のものをまとめたものである。

6 .範囲葎認遺跡のうち、婆姥子石、後野追跡は調査の

できなかったことからち本幸では|注外した c

〔感謝〕

その他陣認

には次の方々からご協力し、ただきました。記して感謝の意を表した

いと思います。

能代市教育委員会、男鹿市教育委員会、

ヨどλ
共耳、

i込、
二工三 、

会、五城日町教育委員会、飯田川

L'... 
-、、

会、天王町教

田沢湖町教育委員会、大出市教育委員会、横子市教育委員会、平鹿町教育委

員会、雄勝町教育委員会、秋田県農政部農地保'fJf1J課、土佐勝農林事務所土地改

良謀、fJJI北平野土地改良事務所、



1 . じ

昭和54年度の遺跡分布調査は53年度から継続して行う能代開拓建設事業計画広域，工業団地

造成計商区域(横手市，平鹿町)，玉)11ダム建設計闘尽域(田沢湖町)，秋田湾地区開発計画

[R域(男鹿市他 5町)の 4区域，面積約 2，250haにおよんだ。また遺跡範囲確認調査は県営ほ

場整備，能代開拓建設事業，国道バイパスヲ農免道路建設に係る10遺跡の調査を実施した。

を委嘱し，範囲確認識査は県教育庁文化課の職員が中心となっておこなっ

。
た 以下の実施要項にしたがって した。

十謂査0)患的

宿営能代開拓建設事業(能代市，八竜町，山本町)ヲ工業団地造成(横手市，平麗町)，玉

)11夕、、ム建設(田沢湖国J)，秋田湾地区開発(男鹿市，天王町，若美町，五城宮町，昭和町ラ飯

田川町)地域内の遺跡分布調査(遺跡の有無の確認)と，昭和55年度，県営，国営園場整備計

画区域内にある遺跡の範囲確認調査を実施し，埋蔵文化財の保護をはかることを目的に実施す

るものである。

(1) 

(2) 

秋田

@面積・調査日

A 
-:z:;:. 

種別 調査地区名 調査面積 調査日数 再任 在 市 国I 十す

i室
能代開拓建設事業 1，000ha 15日 能代市・八竜町・山本町

跡 工業団地造成 160ha 10 日 横手市・平鹿町

i 石在 五 )11:ダム建設 900ha 15日 田沢湖町

舌ロ心刃、
秋田湾地区開発 190ha 10日 男農市・天王町・若美町・昭和町・五城目町・飯田川町

2，250ha 50日 12市町村

(3) 実施の方法

A.確認調査

予定地域内を歩き，表面検集などをおこなって遺跡の有無を確認し，必要に応じてボ

ーリング調査，部分発掘を試み，遺跡の有無と範囲を推測する。

-}-



3.調査員

調査地区 調査員 名

能代開拓建 業 武田孝義・中)11和彦・小林喜兵

尋.

工業団地造成

玉川ダム建設

秋田湾地区開発

A.野外調査期間

昭和54年 6 月 20 日 ~10月 31 日

B.整理 g 調査カード・報告書作成

伊藤孝憲.LU FB貞吉

船山幸男・在)11成寛・千葉惣永

浜田忠雄・安田忠市

昭和54年11月 1日~昭和55年 2月初日

遺跡議官菌礎認鵠査

1 .調査の富的

遺跡範囲確認調査は遺跡を部分的に発掘し，その深さ・広さ・遺構・遺物の有無を確認し，

遺跡、の性格を推測することを目的とする。今回調査の対象になっている遺跡は昭和55年度ほ場

整備等の開発計画内にあり，破壊される可能性のある遺跡である。そこでこれらの遺跡の保護

策をこうずるために緊急に調査を実施するものである。

2.調査の主体者

秋田県教育委員会

3.調査員

秋田県教育庁文化諜学芸主事富樫泰時

社教主事池田憲和

H 畠山憲司

文化財主事橋本高史

払田櫛跡調査事務所

学芸主事船木義勝

(補佐員)

竹村昭雄
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(補助員)

4.調査対象遺跡

原因 遺跡名

』県邑且，

藤木一本柳遺跡

~i 婆姥子石跡
場整

{蒲 桐木田 戸

農免道
菅の沢遺跡

路 坂の上遺跡

5 .調査の方法

田口者E

佐 藤 和 弘

渡辺健太郎

高橋治樹

所在地

大曲市

雄勝町

雄勝町

男 鹿 市

原因

代能拓開建

事業言lt

男 鹿 市 i圏道国バ
イス

遺跡、名 所在地

街道上遺跡 能代市|

杉 沢 野 遺 跡 能代市

後野遺跡 能代市

竹生遺跡 能代市

藤株遺跡 鷹巣町

① 表面採集及び発掘調査(遺構確認面まで掘り下げる)を試み，遺跡、の深さ，広さ及び

性格を推測する。

② 調査期間は 6 日 ~10 日間とし，その期間でできる限り発掘面積を面的に広げて遺構の

確認につとめる。

③ 測量は新規におこなわず，開発部局で作成した地図の一番大きな縮尺関酉を用いる。

④ 遺構，遺物の有無を確認し，それを記録する。

⑤ 遺跡全体の遠景写真，発掘状況の記録写真をとる。

⑥ その他，遺跡の立地条件にしたがって適当な調査を実施する。

6.報告書

報告書はz;U紙様式にしたがって作成する。

7.報告書作成期間

昭和54年11月30日まで完成
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No. 遺跡名 種 ~I] 月f 在 地 公・民 出 土 ロロロ 時 代 現 況 備考

腹絞ノ沢: 遺物包含地 能18代番地市能(代所町有字者股)能ノ代沢1市8 ftli 公民有有地地 匙縄文土器片(後期)，石 縄文 林地・草地

11 II ff H fI 18-2 -18-73，他， H 

ンシェ様)， 石土器紛器(ト片ラ
縄文・古代 林地

18番地(所有者)能代市

3 if ff H ff 18-45-18-46-18-47 ff 縄文土器片，土羽i器片 11 

堵畑泊地社刀地比)羅山(林金神18番地(所有者)能代市，藤医正夫，藤田祐三

{所有者rtす):字妄小詞友佐一139郎fぷ 142番地 民有地 縄器文(掻土器器)!七 石匙， 石

b ff f 65番地.66番地， 74番地， 128 H 土鉄浮師器片， 須恵器片，
番上払 130番地

b III fI 87番地， 89番地， 90番地， 91 !f 
器縄文片$土;真器恵九器右片t，t鉄土i幸師 縄文・古代 郊林j地l!!.水田

番:!'Jl.他

8 w 17番地1 22番地，地 !f 土締器)十， 1責恵器片 |古代 焔Jt!l

f! 
ff 1鈴34木番信j也一 135養友地 H 石器片 縄文・古代 1:ffiJt!l 

(所有者}中iR.w~*{1'j-，小 ・長関i!r:一郎 H 

iI 44め1，伎の 3，35番地， 47 11 

器器縄文片(掻土器器)，片，石鉱石匙，土石師
I1 

畑林地Jt!l・水田
番池車

10 銭/合 V 11 者中沢)字長銭岡博ノ，台140の2，140の3 " 石縄文匙.土器石器片'(掻石器器)片，
縄文 畑地

(所有 渡辺広

11 I 11 羽 遺物包含地 11 11 98番地渡 140サ番オ地
(所有者)小野}ミエ， 迫ィ

民有地 石器片 繕文 畑地

12 I 11 lX二毘

13 11 N 遺物忽合地
能(代所市有者中沢)字小蟻沼忠ノ蔵台4安番宅地，弥一6番郎，地f世 民有地

器片，石儀 石匙，石
縄文 畑地

14 九dEA1 郎左二LP~ H (所11有者j美内)字能代九郎市左，小エ野門龍台蔵lの1)4他5，1の46，1の47
11 土I市総片 古代 畑草地地 ・林地

15 蟻/会VlI 1I 縄文

16 11 立i H 能(代所市有者中沢)字蟻ノ台 lの37 民有地 縄文 畑地・水田
国ロキクエ，間口政雄 石匙(黒曜石)

17 梯ノ台 fI 11 字梯ノ台4番地 11 石匙 11 畑地・林地

18 犠ノ合羽 日 11 縄文 11 

19 I1 
遺物g含地 i| HE(1所L有m者叩U)Iナ信堅太証奉/者石t，J地 1の63，1の70，他 公民有有地地

縄文土器九石器片 縄文 広畑地域農・道問地
(製道)

20 lf n 1の63，1の70，1の58 民有地 縄文土器九石器)十 縄文 畑地水田

21 都道日 l番山地本山肋間道問問問 511 H 縄文土器片 ff 
宅畑地地 ・水自

22 大台野 if 能代市大森字大会野22番地， f自 縄文土器片
fff f 

1:ffi地，水田

23 割道 I 1I 山本郡山本町志戸橋学期l道211，344-350 " 縄文土器片，石器 水田

24 大 H 豊岡H金問字字大石賞持4崎31の5のl2， 14の9
11 縄文土器片 11 山林。知地

ff 

25 大 11 H 志戸橋字字大草下58の1， 59のl 11 縄文土器片，石錘 H 水回，畑地
ff ff +l~1j長根 1 の48， 1の56

26 霜谷地 11 11 H 字霜谷地1の43，41， 24， 11 縄文土器片，石嫉 11 水間・林地
]の42，23， 25 

27 相 染 ff 11 盟関金殴字石持23の4，8， 3， 11 縄器文片土器片(中期)， 石 11 畑地・水田
9， 26番， 50の4，49の9，50の3

28 根岸 II 11 ff 11 字根岸 H 縄須文恵器土器片片， 土師器片 I! 水山林田・畑地

29 11 11 11 土締，須恵 古代

30 采 越遺物包含地 H 

畳外i間司字金乗毘越字7根4番岸地66他番42-66番64他
民有地 縄角文石土器器，土片，師器石匙片， 三 縄文・古代 畑林地地 ・水田

11 
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No. 遺跡名 種 日IJ 所 在 地 公・民 出 土 ロロロ 時 代 現 j兄 備考

31 長峯台 遺物包含地 山本郡山本町外岡字長峯台38番5，他 民有地 縄文土器片(中期) 水畑地回 ・原野

32 志戸橋境 甥 1/ 
志外戸岡字橋字丸志内7戸3橋番，境7146番番，34，8番16，番他6 

1/ 縄文土器片，石首長 縄文 宅草地地 ・林地
f/ 

伊勢誠一郎

33 中 島 1/ 
ff " 字他中島(136有番者8)，伊13勢6-9 

1/ 
石器器(ト片ラ，ン土シ師ェ器様片')'石

畑地

136-10， 136-13， 所 誠一郎

34 黒 瀬 1/ 11 1/字黒瀬74番地， 77番地， 78番 Ii 縄文土器片 縄文 水図・畑地

j也他
11 H 字根岸道ノード4番地， 5番地，j血

35 五本松 H " f1 字渡道他235番地， 229， 230， 1/ 
縄器，文石土匙器，片石(中簸期)， 石 縄文 水図

227， 228， 245， 188曹

36 逆 )11 11 1/ 逆)11 1/ 縄文土器片 /1 畑地

37 11;ト 同 1/ 
1/ 外岡字長者屋敷7144番102，地81番4，7地，712，5，164.726{，色， 144， 

H 土師器(糸切り)片 古代 畑地・水田

145，14H 6， 165， 1f6f6，字13窪8-ノ l沢~i4$fÎþ，:' '72~V'7t 80 
89-2， 94， 95-1， 95… 2， 96， 98， 100 

38 窪 (ノ外向沢) 
1/ 1/ 1/ 1/ 146番地， 145， 167， 11 土師器片 /1 畑地・山林

149， 148，他

39 保竜 I f/ 
川 3豊，1岡1字保竜101番1，ll7， 11他5， H 土師器片 /1 畑地・水田

125ーし 173，116， 118， 120ーし 172，

40 保竜 II H 1/ H金図字保竜 1/ 二日市器片 " 畑林地地， 水田

41 (果竜田 11 土師
11 

42 {果竜 W 11 /1 11 土師

43 和問 I 遺物包含地 山本郡山本町豊岡金国字駒ヶ崎 民有地 縄器文土器片(中期)，石 縄文 畑山林地 ・水田

44 和服 II 1/ 1/ 1/ 縄器文土器片(中期)，石 縄文 知山林地 ・水田

45 成 λ口入 11 能代市浅l今字成合並2，150， 149， 152，他 H 土師器片，須恵器片 古代 畑地・山林

46 頭無上 11 1/ 字iITi無上).9817-番2地. 89 l，241-202，l他22， 
1/ 土郎器片，須恵器片 1 11 

125，126，88-1，90，91-2，124ーし l

47 !十 件、| H 1/ 字十二林 H 土師器，須恵器 51!.安，鎌含 田山地林・畑池

48 1喜 111 H 1/ 字寒)11家上40番他地， 44-1， 116， m 1/ 土師務片， jJ'l:恵器片 古代 畑地

120， 43， 45， 117， 119， 

49 清水上 f/ 1/ 字清水上195番地， 170曹 173，他 11 縄土文姉器土器片片， 石器片， 縄文，古代 焔地・草地

11 字機長銀7番1，8番地，他 民有地 縄文土器片，石器片 縄文 山焔I林色・水団

11 11 字ムサ岱56番地， 59番1，60番地， H 
土恵2師土恵器師器片片貢 古代 水畑地田・林地

64岳地5

52 上の札I 1 1/ 字番上の山26番地， 154， 157， 158， 150， 11 縄須文恵器土器片片， 土師器)c;'， 縄文ー古代 畑地

155， 159， 30 池， 34， 35， 36， 37 

70-ZH ，i{iG， f~f121，}31番36地，1，401，391，04，iL1，4，70地， 
H 

縄;民文恵土器器片 ' 
1/ 畑地

54 上の山立i

55 此掛沢 1 遺物包含地 能代ヲHlij美内字番此崎沢75番地，8877番地，928l，87， 民有地 縄師文拡土器須片恵，器石片娠， 土 縄文・古代 畑地

90， 91， 76 地， 80， 83， 88， 70， 

56 此崎沢 II f/ 1/ 119番地， 120-2， 121-2， H 
土石鍛七員恵縄器文片土器片，

1/ 焔地

122， 124番地， 120番1，121-1， 121-3; 123 

57 船 iR " H H 遺跡らし

J， )， S番J，U， -， " 
j，j血 。

58 向 il'J也38C1152，:)8の53 民fP自 鎌合 ユ「女川 U

須恵器片

59 I i差 ijfy '1 能代r!i磐字後野 鉄t郎j幸器片，須恵器片， 'Ii.安 畑地

a 

60 重共工台 11 H 坂形字重兵工合10の8，1の45 1/ 土師器片， jj'¥恵器片 平安 畑地

61 外!伝 林(I)
11 山本部峰浜村石)11字外林150，151，外 1/ 1 石)十匙iïi~JV石J)鍛，縄文土器

縄文 '):IIlJ出
ヶ i!{

ら一



h 遺跡名 穫 ~Jj 所 在 地 公・民 出 土 日口日 持 代 現 況ー 備考

62 金ヶ沢 遺物包含地
能1m龍1代5代1市市1のの比比711八八2，沼罰1lの宇金の7壷ヶ82L3h台ヶI択1 の4l ， l の5， 1 の6， 1 の

民有地 縄器木E文片監1~τ土器杯須石，車器土片師片1器土師
縄鎌文倉 ・平安 畑山地林・白地

lの97，の98，1の91，1の
石 器，室石，錘，の118 、

1の68，1の71，1の69，1の70

63 棺染台 H 11 字相染台49 11 

縄須(頁文恵岩器土製器片)，片，土打師器製石片，斧 縄鎌文倉 ・平安 畑地

64 中図面 11 外山本郡峰浜村坂形字中図面136の1-136の33， 11 磁土師(溺器宋片か，ら須元恵初器期~)青 平安・鎌倉 畑山地林・草地

65 重兵工台(I) 11 能代市坂形字重兵工台10の46 H 縄文土器片 縄文 畑地

66 蟹 ヶ会 H 11 n字蟹ヶ台142-150 11 土姉器片，須恵器片 平安 畑地・山林

67 杉 訳台 H 能代市磐字杉沢台15の12，外 H 

縄期文)，土石器鋲片，石(匙前期，石，斧晩， 
縄文 畑地

68 神誕林 11 1山03本の郡19峰，浜神村祇小台手3萩3，字3持6l紙林103の21，103の22， 11 縄須文恵土器器片， 土師器， 縄鎌文倉 ・平安 畑地・草地

69 外林価 H 11 石)11字外林 11 縄文土器片 縄文 畑草地地 ・林地

70 竹 生 H 能代市竹生字竹生 1，2， 3， 4， 5， 6 11 
土鉄Ej率E器，鉄片，片須恵器片ー 平安・鎌倉 畑山地林 '!:l3地

71 強 坂 11 山本郡峰浜村坂形字強坂98の1，217， 99の1， 11 石須器恵器片， 縄文土器片， 縄文官平安
205 

72 根 j先場 11 能代市坂形字根洗場35，36， 83， 84， 85， 86 11 
縄匙文，石土器斧，片，石石鍾銭， 石 縄文

73 内 林 11 山本郡峰浜村石)11字内林59，118，外 H 須恵器，古銭 鎌倉 草林地及び山

能代開拓建設事業区域内遺跡分布図 2
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2. 

No. 遺跡名 穣 ~I] 所 在 i地 公・民 出 土 ロロロ l時 代 現 j元 備考

l 大沼入 遺物包含地 平鹿郡平鹿町醍麟字大沼24の4 ft;有地 土師器，須恵器片 古代 畑地

2 西ヶ沢前森 11 11 字西ヶ沢前森 11 須恵器片 11 果樹園 登窯跡?

3 西ヶ沢 " 11 11 60 11 須恵器，土師器片 11 山林・畑地

4 西ヶ沢山 I 11 11 字西ヶ沢山 lの2 " 須恵器片 11 草林生地・山

5 商ヶ沢山II 11 " 11 H 須恵器片 11 葱生地 登窯跡?

6 西ヶ沢山1II 11 11 /1 H 須恵器g 11 .LlJ 

8 -



3. 3!)1Iダム建設工事監域内遺跡一覧

Nn 遺跡名 種 ~Ij 所 在 地 公・民 出 土 ロロロ 時 代 現 j兄 備考|

l 長者館 I 館 跡 仙北郡田沢湖町田沢字湯ノ又 民有地 中世 山林

2 長者館 II 集落跡 11 H 公有地 土師器，フイゴ羽口 古代 山林
穴凶地住居が竪11

3 I i場ノ又 建物跡 11 11 11 磁石5個 中世? 水田 破壊され
ている

4 大深 I 住居跡? 11 字大深 H 鉄きい，カマド? 古代 原野

5 大深 II 遺物包含地 11 11 H 縄文土器片(中期) 縄文 畑地・水田

6 大 表館 跡 11 H 11 中世 原野

7 I )11崎金山跡 鉱山跡 11 H 近世 山林

8 長宿鉄IlJ跡 11 H 11 11 山林

-9-



4. 

No. 遺跡名 種 ~IJ 所 夜 地 公・民 出 土 ロロロ 時、代 現 況 備考

l 菅の沢 遺物包含地 男鹿市脇本i前回字坂の上 民有地
部縄色文土)，器土石器片銭高片(杯，石・石匙口剣，縁赤部(一褐) 

縄文・平安 畑地

2 坂の上 II 11 11 H N 縄石文器土器片(前期)守 縄文 11 

3 鷲ノ沢 11 11 五里合鮪)11字鷲ノiR H 縄文土器片，黒曜石 11 11 

4 馬場合 !I !I !I 字馬場合~字鈴川 !I 縄文土器片，黒礎石 H 1/ 

5 隠見沢 I !I 南秋図郡若美町角関崎字洞見沢31 H 

縄筒そ文上の地土層器))，片土師(中器期片・(紙円
縄文・平安 111林

6 I f，号見沢 II H !I 1/ !I 39のl H 

縄吹円文j筒市式上土器か患片(?中'(前期鶏))， 
縄文 ス山林キー場・

1/ 1/ 鵜木字鵜木165のl

7 上台 I 1/ 1/ 1/ 角関崎字上台20の1 !I 

縄土文締器土器}十片(回，転糸切り)
縄文・平安 畑地

8 上台 II 1/ 11 !I !I 10 1/ 

縄片(回文転土糸器切片1));土須師器恵器片
11 H 

1/ 1/ 1/ 26の2

9 上台 III H 11 H 11 33 H 

縄(杯文・土回器転片糸，切須り恵)器片
H 11 

10 上台 W H 11 11 !I 2のl H 縄須文恵器土器片片， 黒隠石， 11 11 

11 中角境 II 11 11 
l1/f 鵜角木関字崎字中上角境台40の1 " 縄須文恵器土器片，片石，錘土，師器土錘片，

11 11 、~

11 

12 中角境罰 H 11 11 鵜木字中魚境54のl 11 

土須恵師器器片片'(杯・瓶)
平安 !I 

13 烏木沢 11 H 飯塚字烏木沢 11 縄文土器片 縄文 畑関地・果樹

14 行内沢 II 11 H 五城目町高崎字行内沢83 11 
赤転褐糸切色土り器)片 (杯・回 平安 荒林れ地・山

15 行内沢 III 11 H 11 1320'; 1， 173 1/ 

赤須褐恵色器土片器(瓶片)(杯)，
11 水山林田・平地

16 紺!長根 I 11 H 天王町天王字細長根 土~ilj器片 11 

17 細長根 II 11 H 1/ 民有地 土締器片，瓶底部 H 松林

-10 -







5.遺跡範囲確認調査

藤 榔替地 跡

1 .所在地

大曲市藤木宇一本柳谷地

言，蹟護

ネヲ20，000m'

3.調査期間

昭和54年10月 22 日 ~24 日

4.調査者

船木義勝，竹村昭雄

5.遺跡の立地の特徴(現況)

遺跡は仙北平野の中央に位置し，大曲市藤木とf山南村との境界に接して

北流する小さな壊を中心とする部分と東側の畑地が中心であろう。

6.範囲@時代@性格

7.地層(深さ)

8.そのイ世特記事項

遺物の表面採集や古老の談話からは，かなり広範囲な遺跡であったこと

を想像させるが，過去 3回にわたる耕地整理により破壊され，現地畑地(約

1，200 m' )の部分がわずかに残っているだけである。畑地の調査では，溝

1条(r幅0.3，長さ 3，深さO.lm) と土師器・須恵器の包含層を確認した。

遺物からは平安時代(9， 10"世紀)の遺跡、としかとらえられない。

現地表面からおよそ0.5~0.6mが遺物包含層である。したがって耕作の

ため，遺構確認はむずかしし遺物の包含状態も良好とはいえない。

秋田県史編纂主任長井金風氏が，大正元年10月初日付で藤木村長高階秀

和氏にあてた「藤木村発掘物調査書」がある。本調査書によれば，①現在

の土師器・須恵器である②墨書土器「伴J があり，大伴氏族の遺跡であろ

うか③糸切り底の土器がある④古墳と外堀が残っているのではないか， と

述べている。

-13 -
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蝉本->ド禍替地遺跡1



藤本一本柳遺肺 Z



中間 木 遺 跡

1 .所在地

雄勝郡雄勝町小野字飯塚

2.菌議

約8，800m'

3.調査期間

昭和54年10月22日-11月1B 

局
内
守

橋本高史，佐藤和弘，渡部健太郎9

5.遺跡の立地の特撮(現況)

遺跡は横手盆地の南端裾部に位置する。現況は水田，一部が畑地である。

遺跡の周辺を水路が流れており，堀の名残とも思われる。

6.範囲 e 時代@性犠

明治初期の現形図によると，柄木田井戸跡を囲んで堀跡が廻っているの

がわかる。そこで北東部にトレンチを入れてみたところ，幅約13m，深さ

約1AOmの溝が検出された。埋二仁内からは中世~近世の陶器が出土してお

りそのころ と思われる。この堀の内WIJ約 8，800m'が遺跡と思われる。

ï~ 地麗(深さ)

堀跡の内側部分は第 I層耕作土 (20cm)，第II層黒褐色土 (15cm)遺物

第III層褐色土地山となっており予遺構は第III層上面にて検出され

るO

8.その他特記事項

制木田井戸跡は昭和47年山本博博士により平安初期のものと鑑定されて

あるが，その時期jの遺物は今回の調査では出土しなかった。日 --;::::::n+ι~ 干

の地に桐田寺があったと伝えられており，また北東にある鵜沼城とも時期

が近似しており何らかの関連があったものと，思われる。

婆姥子石についても調査したが，石のあるごく一部を除いては耕地整理

のため破壊されており，遺構も存在しなかった。婆姥子芯は党字とおぼし

き字が刻まれているが，風化が激しく読みとることはできなかった。

-17 -
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竹 生 遺 跡

1 .所在地

能代市竹生字竹生

2.面積

約53，000m2

3.調査期間

昭和54年10月22日-11月 1日

4.調査者

池田憲和

5.遺跡の立地と特徴(現況)

遺跡は米代}IIの右岸に広がる所謂東雲台地の西北端に位置し，標高14m

前後の台地上にある。遺跡の北側に竹生)11が西に流れ，遺跡の直ぐ北で南

に流れをかえて日本海に注ぐ。遺跡、のある台地は竹生}IIの河岸段丘のよう

にも見える。現在は段丘崖に近い所が林，他は殆んどが水田で¥一部荒地

がある。

6.範囲・時代・性格

7.地層(深さ)

遺跡の範囲は北側の段丘崖から南側にのびていて広い。調査の結果，古

代の竪穴住居跡10軒余，他に溝状遺構などが確認された。遺物は縄文土器

石器，土師器，須恵器などがあり，縄文時代と古代の複合遺跡て¥古代の

集落跡は大規模なものと考えられる。

遺跡の殆んどが水田で，西側に傾斜している。したがって北側が表土が

厚く，深さ60cm前後で遺構が確認できる。東側て、、は30cm前後の深きである。

- 22-
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杉 沢 野 遺 跡

1 .所在地

能代市小土字杉沢野

2.面積

約35，000m2

3.調査期間

昭和54年10月 22 日 ~11月 1 日

4.調査者

畠山憲司

5.遺跡の立地と特徴(現況)

遺跡は米代川の北側に広がる東雲台地の北端に位置する。東雲台地には

小沢が数多く刻み込まれており，舌状の台地が多い。遺跡、はこの舌状台地

とその基部周辺を占め，比高20m程で，海岸線からは東に 3.3kmにある。

遺跡は現在，畑地と水田として耕作されている。

6.範囲・時代・性格

7 .地層(深さ)

遺物は広範囲に散布するが，調査の結果では台地東北端部とそれから張

り出した舌状台地を遺構の伴う遺跡とすることができる。遺構は縄文時代

前期の竪穴住居跡・土拡，晩期土拡墓，平安時代頃の竪穴住居跡、.溝など

であり，遺物もこれに時期を同じくしている。すなわち，本遺跡は縄文時

代前期・晩期，平安時代頃の集落跡、と考えられる。

調査した地点により大きな差がある。水田となっている部分は耕地整理

等により削平を受けたり，低い部分は大量の土をかぶっていたりしている。

畑地は軟かい耕作土及び黒褐色土が0.5~ 1 m程ある部分と， 30crn前後で、

地山に達する部分がある。

8.その他の特記事項

遺跡の中央を南北に走る道路の工事中，多量の縄文土器が出土したとい

う。この部分が土器の捨て場的なところであった可能性がある。遺跡の東

側の小沢には水量の多い湧水がある。

- 26-
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1 .杉沢野遺跡
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f萄 道 遺 跡t

1 .所在地

能代市須田字街道上

2.窟

手当 14，000m' 

3. 

昭和54~年10月 22 日 ~ll月 1 B 

4.調査者

田口者I~

5.遺跡の立地の特徴(現況)

遺跡は東雲台地の先端，標高約20m程の，西にゆるく傾斜する低い台地

上に位置する。台地の西側下は，須出部落となっている。現況は，水田と

畑地である。

6.範囲争時代@性格

7.地層(深さ)

今回の調査では，住居跡と思われる遺構 s 土拡.~葬状遺構が，土師器 e

須恵器と{半に検出された。時代は，平安時代前期であろう。なお，耕作の

ため破壊も激しいが，範囲はもう少し広がる可能性も考えられる。

場所によってはヲかなり違いがあるが，多くは地山まてや50~60cm程あり，

耕作土の下に，暗褐色土層・黒褐色土居と続き，さらに褐色土層が薄く堆

積している所もある。又， B音褐色土層と黒褐色土層との間にラ炭化物の層

が薄くみられることもあり，遺物は主に黒褐色土)脅から出土している。
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藤 株 遺 跡

1 .所在地

北秋田郡鷹巣町脇神字高森城ノ岱

2.蕗

約9，300m2 

3. 

昭和54年11 月 5 日 ~11月初日

4. 言語査者

橋本高史，佐藤和弘

5.遺跡的立地的特徴(現況)

遺跡は米代川の支流小猿部)11の在岸の河岸段丘上に位置する。現況は水

田と畑地になっており，台地の南東半分約 9，300m2が遺跡と思われる。

6.範圏 e時代@性格

7.地麗(深さ)

8.その{也特記事項

数回にわたる耕地整理等により，既に破壊された部分も多いが，東南端

部や表土の深い部分は若干削られているもののほぼ遺構等が残っていると

みられる箇所もある。今回の調査は台地中央部に限られたため，遺物の量

はそれ程多くないが，縄文娩期の土器片が出土しており，縄文晩期の遺跡、

と思われる。遺構は台地中央部にて隅丸方形の住居跡(一辺約2.5~2.8m ，

柱穴 4本)が検出されたが，伴出遺物がなく時代は不明で、ある。

現地表面から 15~20cm程で遺物包含層にあたり，上部は耕作等により削

られているものと思うが，ある程度の深さを持つ遺構であれば一部残って

いる可能性はある。

遺跡から約 5km北の路練予定地内に南陣馬岱遺跡(図の 2)を発見した。

中心部分から離れたところを道路が通過し，盛土工法であるため，一部道

路工事により破壊される予定の箇所を調査したところ，ほとんどが耕地整

理のため既に破壊されていた。この遺跡、も縄文晩期であり，藤株遺跡と何

らかの関連があったものと思われる。
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壊 の 遺 跡

十所在地

男鹿市脇本浦田字坂の上64

2.麗

約20ヲ000m' (30， 000m2
) 

安一
M

昭和54年11 月 5 日 ~10 日

4. 

畠山憲苛・田口 都

5.遺跡的立地と特機(現況)

遺跡、は男鹿半島のくびれ部，寒風山から続く標高60~70m の洪積台地上

にあり，寒風山山頂の真東 2kmに位置する。遺跡のすぐ束側は!日八郎潟西

あたり，比高50mである。遺跡は現在，畑地と山林となうている。

6.範囲 e 時代 s 性格

遺跡は南と北で時期が異なり，南の小台地上は縄文時代前期(約20，000

m')，北は同晩期(約10，000m')で，両者間にはj芳い低湿地がある。南の前

期の部分は台地の周辺が耕地整理されており，ブルドーザーにより遺構商

までも破壊されている。また，前期部分の西側「受陀羅堂J の北iftUには径

20~30cmの山形のピットが散在する。本遺跡は縄文11寺代前期と晩期の集落

跡及び中世の宗教に関連した遺跡であろう。

7.地層

前期及び晩期部分の畑地は耕作土直下から遺物が出土し，その包含踏の

さは50cm以上に達する。中世と思われるピット群は耕作土下すぐに検出

できる(地山

8.その他の特記事項

遺跡の南西端に「受陀羅堂」と呼ばれる寺院跡か， とされているところ

がある。数基の宝臨院塔が現存する。
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1 .坂の上遺跡

2.菅の沢遺跡
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1 .所在地

2.面積

3.調査期間

4. I調査者

戸有
国 の 沢遺

男鹿市脇本浦田字菅の沢

約7，000m'

昭和54年11月 5 日 ~10 日

跡

富樫泰時，池田憲和

5.遺跡の立地と特徴(現況)

遺跡は男鹿半島の名勝地寒風山の東方約 1，500mの台地上にある。標高

68~70m ほどある。遺跡の直ぐ東側は旧八郎潟の商岸にあたり，比高55m

ほどある。現在遺跡は大部分が畑地で一部山林である。

6.範囲・時代・性格

7.地層

遺跡は寒風山有料道路から右(北)に入る農道を中心にその東西にある。

中央部が最も高くそこから南北に傾斜している。中央部からは溝状遺構(時

期不明)，南側から土拡，竪穴住居跡と推測される遺構が確認きれた。時

期は縄文時代後期。北側の一段低くなった地点からは弥生時代の土器と竪

穴住居跡と推測される遺構が確認された。

中央部の高い所は15cmほどでローム層(遺構確認面)に達する。南側に

進むにつれて黒土層が厚くなり，深い所で1.2mほどある。北側の地層は

段々畑で表土が移動しており，自然ではない。

8 .その他の特記事項

本遺跡は昭和54年度の分布調査で発見された遺跡である。北側の弥生式

土器を出す遺構が竪穴住居跡だとすれば本県では最初のものであり注目さ

れるところである。又立地している場所は西北南とも高しこの場所が，

山のふところといった状態をなしており このような場所を選んで竪穴住

居を造っているとすれば今後弥生時代の集落跡を探求する上で参考となろ

つ。
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